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1 検討の経過 



 

１ 検討の経過 

（１）検討体制 

   2022（令和 4）年５月に「北海道における縄文世界遺産の拠点機能のあり方に関す

る懇談会（以下、「懇談会」という。）」開催要領を策定し、有識者との意見交換を重ね、

検討を進めました。 

 

［懇談会の構成員］ 

氏  名 所属・職名 

阿 部 千 春 （一財）道南歴史文化振興財団 アドバイザー 

大 津 和 子 北海道ユネスコ連絡協議会 会長 

國木田   大 北海道大学大学院 文学研究院 考古学研究室 准教授 

渋 谷 和 憲 （公社）北海道観光振興機構 地域支援本部 本部長 

森   朋 子 札幌市立大学 デザイン学部 准教授 

 

 

（２）検討の経過 

日にち 開催地 内 容 

2022（令和 4）年 

５月３１日 

札幌市内 第１回「北海道の縄文世界遺産の拠点機能のあり方

（仮称）に関する懇談会」において意見交換。 

2022（令和４）年 

７月１２日 

札幌市内 第２回「北海道の縄文世界遺産の拠点機能のあり方

（仮称）に関する懇談会」において意見交換。 

2022（令和 4）年 

８月１７日 

札幌市内 第 3 回「北海道の縄文世界遺産の拠点機能のあり方

（仮称）に関する懇談会」において意見交換。 

2022（令和 4）年 

１１月１８日 

札幌市内 第 4 回「北海道の縄文世界遺産の拠点機能のあり方

（仮称）に関する懇談会」において意見交換。 

2023（令和 5）年 

１月２５日 

札幌市内 第 5 回「北海道の縄文世界遺産の拠点機能のあり方

（仮称）に関する懇談会」において意見交換。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 用語解説 
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